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北
京
の
天
交
儀
に
つ
い
て

會
員
　
吉
　
田
　
　
翻

支
那
北
京
に
在
り
し
雪
交
儀
各
種
共
光
緒
年
間
拳
匪
の
餓
に
認
り
濁
佛
両
國
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ル
サ
イ

爲
め
に
取
り
去
ら
れ
た
る
が
佛
國
に
光
緒
二
十
八
年
之
心
謹
選
し
濁
國
は
凡
爾

ユ塞
條
約
に
從
ひ
本
年
春
悉
く
之
な
還
多
し
た
う
に
依
り
今
は
北
京
親
象
憂
の
誓

観
為
恢
復
し
得
大
り
右
に
σ
き
奉
唖
者
の
爲
め
に
説
明
用
亨
し
て
常
福
元
氏
の

撰
℃
た
ろ
天
女
儀
器
志
略
な
ろ
印
刷
物
出
端
た
り
少
々
長
淵
な
れ
こ
も
其
総
説

々
左
に
家
出
す

天
丈
弾
器
志
略
　
　
　
　
　
　
　
感
厚
　
常
輻
元
　
撲

　
　
　
　
総
　
　
　
　
述

む
か
し

昔
者
黄
帝
は
蓋
天
を
作
り
義
母
は
渾
天
を
作
り
帝
発
墨
に
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
ら

て
湿
て
渾
儀
を
立
て
手
相
輝
を
受
て
磯
衡
首
め
て
察
か
な
り

吾
國
儀
象
の
學
由
來
遠
し
土
筆
火
に
遭
て
よ
り
古
注
傳
を
失

ひ
漢
武
雄
の
時
洛
下
魚
始
て
之
を
経
管
し
鮮
於
革
篭
叉
之
を

度
量
せ
り
宣
帝
の
選
歌
繁
昌
始
て
銅
を
躊
て
之
が
象
を
爲
る

　
　
　
　
　
　
よ
レ

是
よ
り
し
て
後
代
増
修
あ
り
即
ち
後
漫
張
衡
の
候
風
地
動
銅

儀
を
造
れ
る
晋
ノ
睦
績
の
渾
象
を
逡
れ
る
奥
ノ
王
藩
の
渾
儀
を

造
れ
る
如
き
あ
り
後
瀬
に
は
候
部
鐵
儀
あ
り
梁
に
は
重
雲
殿

銅
儀
あ
b
階
に
は
親
憂
渾
陛
懐
あ
り
唐
に
は
凝
暉
閣
渾
儀
あ
り

開
元
の
黄
道
游
儀
、
武
成
殿
水
蓮
渾
天
の
如
き
叉
宋
の
大
雫

興
國
及
群
符
、
皇
茄
、
元
茄
、
年
間
に
も
客
観
儀
を
製
し
だ

れ
こ
も
其
圖
ε
説
ε
に
は
傳
ふ
る
あ
り
傳
へ
さ
る
あ
り
其
器

の
存
亡
亦
多
《
考
ふ
べ
か
ら
す
金
元
以
降
は
年
代
未
だ
深
か

ら
す
且
建
都
の
地
南
北
二
京
を
出
で
す
し
て
天
女
儀
羅
の
因

革
術
尋
擁
す
べ
し
今
請
ふ
其
始
末
を
略
述
せ
ん

北
京
の
観
一
毫
あ
る
親
塚
田
の
儀
器
あ
る
實
に
金
の
世
よ
り

始
ま
る
金
野
律
暦
志
に
蒔
く
朱
元
茄
の
、
時
韓
公
司
制
す
る
所

の
渾
儀
渾
象
二
器
に
し
て
三
用
を
通
し
総
て
之
を
名
け
て
渾

天
儀
ご
日
へ
り
金
既
に
沐
を
取
り
て
皆
燕
に
賛
致
し
箕
輪
、

赤
道
牙
距
、
撲
輪
、
懸
象
、
鐘
鼓
、
司
辰
、
報
刻
、
天
池
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

壷
、
等
の
器
は
久
し
く
皆
棄
見
せ
ら
れ
惟
銅
糞
垂
の
み
之
を

太
史
局
の
鼻
翼
に
置
き
た
り
但
し
沐
よ
り
燕
に
至
る
に
は
相

去
る
一
千
丁
幾
地
勢
の
高
下
同
し
か
ら
す
筒
中
よ
り
望
ん
で

極
星
を
取
る
に
稽
差
あ
り
移
し
下
す
こ
ε
四
度
に
し
て
纏
に

之
を
窺
ふ
こ
ε
を
得
明
昌
六
年
秋
八
月
風
雨
大
に
作
り
雷
電

震
撃
し
龍
あ
り
渾
儀
の
驚
雲
水
墜
下
よ
り
起
り
毫
忽
ち
中
裂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
な
ば
ち

し
て
擢
け
密
儀
は
燈
下
に
作
落
し
だ
り
旋
有
司
に
命
じ
て
之

を
螢
灯
し
直
上
に
復
饗
し
た
り
叉
除
く
早
霜
南
渡
に
際
し
渾

儀
は
錯
聴
成
物
な
る
を
以
て
殴
折
す
る
に
忍
び
す
若
し
全
艦

を
持
重
ば
ん
己
せ
ぱ
連
載
に
難
む
が
警
め
遂
に
之
を
委
し
て
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去
れ
b
是
れ
宋
器
の
北
京
に
遷
れ
る
も
の
に
し
て
金
人
貞
蕨

南
渡
の
時
に
至
て
止
た
渾
儀
一
器
を
節
せ
り
元
の
野
師
道
外

紀
遊
の
詩
に
旬
あ
り
黒
く
清
墓
突
兀
出
天
衆
、
金
光
耀
日
如

彰
磨
、
慰
事
逡
製
此
其
事
、
衆
環
僑
億
森
田
河
、
細
書
深
刻

皇
細
字
、
観
者
嘆
息
璽
甲
信
，
、
司
天
貴
重
葦
葺
殿
、
回
首
荊

棘
悲
銅
駝
、
ε
則
ち
此
の
聡
元
の
世
に
在
て
禽
未
だ
磨
棄
せ

ざ
り
し
な
り
惟
金
史
に
は
元
鮪
の
時
の
物
に
係
る
ε
謂
ひ
呉

の
詩
に
は
皇
鮪
の
聴
の
物
に
係
る
ε
謂
ふ
接
す
る
に
宋
代
製

す
る
所
の
渾
儀
最
も
多
く
諮
れ
か
存
し
就
れ
か
む
び
た
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

詳
考
す
べ
か
ら
す
登
金
人
螢
致
す
る
所
の
物
は
原
は
両
器
あ

っ
て
金
吏
に
は
但
其
一
を
塞
げ
臭
師
道
の
見
目
る
も
の
は
珊

の
一
麗
な
ら
ん
耶
柳
も
金
史
を
修
む
る
者
未
だ
夕
潮
を
加
へ

す
所
謂
惟
銅
且
且
の
み
之
を
太
史
局
の
候
毫
に
置
き
κ
る
も

の
が
乃
ち
皇
薪
の
塒
の
物
な
る
耶
元
夏
の
郭
守
厳
嬉
に
云
へ

る
あ
り
今
の
呉
天
の
渾
儀
は
宋
皇
蕨
中
沐
京
に
て
撮
る
研
ご

　
　
　
　
　
や
エ

然
ら
ば
則
後
誘
較
信
す
べ
し
ε
爲
す
な
り

元
の
窃
太
宗
五
年
各
十
二
月
勅
し
て
渾
天
儀
を
修
せ
り
勅
造

ε
日
は
ざ
る
は
當
に
是
れ
金
の
遣
物
に
就
て
之
を
修
整
し
π

る
な
り
世
祀
の
至
元
四
年
札
馬
魯
丁
西
域
儀
象
凡
四
器
を
蓬

る
然
る
に
郭
守
磁
の
簿
に
云
く
守
蔽
首
ε
し
て
暦
の
本
は
測

験
に
在
り
而
し
て
測
験
の
器
は
儀
表
よ
り
先
な
る
は
莫
き
を

言
ひ
今
の
司
天
の
渾
儀
は
宋
の
皇
茄
中
沐
京
に
て
造
る
所
に

し
て
此
腱
ご
は
天
度
相
符
せ
ざ
る
が
故
に
南
北
二
極
を
比
量

す
る
に
約
四
度
を
差
し
表
石
年
深
く
亦
復
た
献
側
す
守
敬
乃

ち
鑑
く
其
失
を
考
へ
て
別
に
之
を
置
き
た
り
ε
是
れ
札
馬
魯

丁
の
西
域
儀
購
象
砒
僅
に
是
の
儀
晒
あ
り
〃
井
に
未
だ
訓
戯
鋳
せ
す
或
は

鼓
躊
す
ε
難
未
だ
槻
象
嘉
に
安
置
せ
ざ
る
な
り
至
元
十
三
年

太
皮
郭
守
敬
儀
羅
十
三
等
を
造
る
天
交
志
に
載
す
ろ
所
の

儀
象
綱
度
に
櫨
る
に
凡
七
器
あ
り
一
に
曰
く
簡
儀
二
に
曰
く

仰
儀
三
に
日
く
大
明
殿
燈
漏
四
に
曰
く
正
方
案
五
に
曰
く
圭

表
六
に
日
く
景
符
七
に
曰
く
闘
ル
・
し
而
し
て
守
敬
の
本
傳
に

は
劉
ち
簡
儀
、
高
表
、
候
極
儀
、
渾
天
象
、
玲
聴
儀
、
仰
儀

立
運
儀
、
謹
理
儀
、
景
符
、
闘
几
、
日
月
食
儀
、
星
暑
定
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

儀
、
等
十
二
暴
ざ
ゐ
り
若
し
星
暑
定
時
儀
を
將
て
両
器
ε
せ

ば
恰
も
十
三
等
の
敷
に
合
す
明
の
燕
京
を
定
む
る
や
其
器
を

江
南
に
蕩
し
特
に
親
象
毫
を
難
鳴
山
に
築
き
て
之
を
陳
列
し

明
の
世
を
終
る
ま
で
未
だ
轡
て
之
を
移
動
せ
す
清
の
康
煕
七

年
欽
天
監
渾
儀
を
修
整
し
添
て
濠
球
銅
盤
一
座
を
造
ら
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

ε
を
請
ふ
疏
入
て
禮
部
に
下
し
て
議
せ
し
む
尋
で
元
の
郭
守

蔽
の
儀
器
を
江
南
よ
り
取
り
到
さ
ん
こ
ε
を
以
て
せ
る
も
行
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ふ
こ
己
を
果
さ
す
墨
黒
穀
成
の
儀
象
論
に
云
く
余
康
熈
五
十

二
三
年
の
間
に
於
て
蒙
養
齋
彙
編
官
に
充
て
ら
れ
屡
ば
槻
象

塁
に
赴
て
測
験
し
毫
、
下
に
遺
す
所
の
奮
器
甚
だ
多
き
を
見
た

り
而
し
て
元
制
の
簡
儀
風
儀
の
諸
劇
壇
に
王
殉
郭
守
敬
監
造

ε
の
姓
．
名
め
り
是
れ
元
器
の
先
に
北
よ
り
し
て
南
し
織
で
南

よ
り
北
せ
る
こ
ど
確
馨
疑
無
し
乃
ち
康
熈
五
十
四
年
西
洋
人

紀
利
安
奏
し
て
地
｝
牛
経
緯
儀
を
製
し
皇
下
遺
す
秘
め
元
明
の

虚
器
を
將
て
耀
く
塵
銅
ε
窮
し
て
充
用
し
古
人
の
品
物
一
掃

し
て
室
ε
な
る
誠
「
に
吾
國
天
學
囲
め
大
不
幸
な
る
豊

明
の
成
祀
の
北
鮮
よ
り
洪
熈
宣
徳
両
朝
を
歴
て
北
京
に
は
皆

未
だ
事
象
を
立
て
す
英
宗
の
正
統
二
年
始
め
て
欽
天
壌
に
命

じ
て
南
京
に
往
て
木
を
以
て
式
の
如
く
渾
天
儀
を
逡
り
北
京

に
赴
き
銅
を
以
て
鼓
信
せ
し
め
七
年
槻
天
器
銘
の
御
製
あ
り

己
に
渾
儀
、
簡
儀
、
渾
象
、
腰
当
の
四
器
あ
り
十
一
年
叉
撰

影
堂
を
豪
下
に
築
き
以
て
窺
測
調
壷
に
便
に
す
感
涙
よ
り
後

は
西
法
中
土
に
傳
齢
し
票
頑
二
年
猿
喰
侍
難
儀
理
暦
法
徐
光

啓
請
ふ
て
象
限
大
儀
六
、
ゴ
紀
限
大
儀
三
、
｝
胸
懸
渾
儀
三
、
交

食
儀
一
、
列
宿
経
緯
天
球
一
，
、
萬
國
．
経
緯
地
球
一
、
季
面
日
暑

三
、
韓
盤
星
讐
三
、
．
候
吋
鐘
三
、
望
遠
鏡
三
を
造
り
八
年
督

修
暦
法
有
参
政
李
天
威
請
ふ
て
沙
漏
を
造
る
此
れ
明
器
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

略
な
り
清
の
康
熈
初
年
西
人
の
請
を
准
し
新
に
六
儀
を
浩
り

末
年
地
李
纏
緯
儀
を
造
り
元
明
の
奮
器
は
皆
屡
銅
ε
し
て
充

用
せ
ん
ε
す
時
に
廷
臣
古
を
好
む
者
あ
り
奏
し
て
存
留
せ
ん

こ
注
を
講
ふ
禮
慰
籍
を
奉
じ
て
麗
麗
し
明
…
製
の
渾
儀
簡
儀
天

禮
三
儀
を
得
た
り
乾
隆
九
年
冬
旨
を
奉
じ
て
三
儀
を
紫
微
殿

前
に
鼠
子
す
乃
ち
明
器
の
僅
か
に
存
す
る
も
の
な
り
民
國
初

年
余
離
せ
ら
れ
て
観
象
毫
を
鶴
牧
し
紫
微
殿
前
月
塁
の
西
偏

を
汗
す
る
に
簡
儀
一
座
あ
け
東
嶺
に
は
僅
か
に
石
器
の
八
方

な
る
も
の
．
南
に
在
り
四
方
な
る
も
の
北
に
在
り
華
南
八
方
な

る
は
渾
儀
賦
陵
雲
朝
座
基
に
係
る
こ
ε
は
欽
天
監
の
人
皆
能
く

之
を
言
ふ
も
北
四
方
な
る
は
則
ち
之
を
知
る
者
あ
る
無
し
意

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

を
以
て
之
を
熾
る
に
當
に
是
れ
天
膿
儀
の
座
基
な
る
べ
し
接

す
る
に
明
の
謝
翻
意
の
五
雑
姐
に
響
く
墓
上
に
鍋
球
一
あ
り

左
右
に
旋
韓
し
以
て
天
幕
に
象
る
方
函
を
以
て
之
を
盛
り
方

函
必
す
四
足
あ
り
ε
則
ち
四
方
石
礎
の
天
土
壁
座
基
だ
る
こ

ε
尤
も
疑
義
無
し
渾
儀
は
光
緒
の
時
に
於
て
中
入
の
爲
め
に

取
り
去
ら
れ
天
王
は
則
ち
去
り
て
向
ふ
所
を
知
ら
す
是
れ
明

器
叉
其
一
を
虚
ふ
篤
い
哉

清
の
康
煕
十
三
年
西
洋
人
南
懐
仁
の
説
を
用
ひ
新
に
三
儀
を

製
す
一
に
導
く
天
懸
鼻
二
に
臨
く
黄
道
纏
緯
儀
三
に
囁
く
赤
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遁
経
緯
儀
四
に
臼
く
地
卒
難
儀
五
に
賢
し
象
限
儀
六
に
日
く

築
島
儀
ご
五
十
四
年
叉
西
洋
人
紀
利
安
の
請
を
湿
し
て
地
上

経
緯
儀
を
邉
り
乾
隆
九
年
磯
衡
聖
駕
儀
の
御
製
あ
筆
下
重
ね

て
圭
表
を
製
し
十
一
年
重
ね
て
漏
壷
を
製
す
五
十
年
英
吉
利

國
よ
り
小
象
限
儀
を
進
め
た
り
以
て
孕
置
立
遣
す
へ
し
此
の

器
は
．
光
緒
論
に
拳
匪
凱
を
佑
せ
し
時
遺
失
に
係
る
故
に
観
象

毫
の
儀
器
今
日
有
る
所
の
者
に
就
て
之
を
盲
へ
は
塁
上
に
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
し
め

八
件
あ
り
東
端
よ
り
起
り
首
は
赤
蓮
脛
緯
儀
次
は
紀
限
儀
次

は
地
黄
経
緯
儀
次
は
地
誌
纒
儀
次
は
黄
遊
纏
緯
儀
次
は
天
爵

儀
次
は
象
限
儀
次
は
磯
衡
撫
辰
儀
な
り
叉
馬
下
に
凡
四
件
あ

り
曰
く
圭
表
日
く
漏
壷
此
二
者
今
は
点
点
影
堂
前
院
に
移
面

す
日
く
渾
儀
曰
く
簡
儀
此
二
者
今
は
暑
影
堂
後
院
に
移
置
し

燕
…
京
六
百
年
忌
観
天
儀
器
悉
く
斯
に
去
る
古
物
ε
云
ふ
を
以

て
す
る
も
亦
一
時
の
盛
を
憎
む
ε
謂
ふ
べ
き
の
み

革
緒
望
遠
の
役
に
東
西
十
一
國
の
聯
軍
入
京
し
法
ε
徳
ざ
は

天
交
儀
器
を
季
分
し
注
は
赤
道
経
緯
儀
地
李
経
緯
儀
黄
道
経

緯
儀
象
限
儀
得
業
を
取
り
徳
は
紀
限
儀
地
孕
、
盛
儀
天
騰
儀
磯

衡
撫
辰
儀
渾
儀
を
取
り
法
の
取
り
去
り
π
る
所
の
者
は
僅
か

に
使
館
に
至
て
止
め
光
緒
二
十
八
年
即
ち
我
に
筆
下
し
π
れ

ざ
も
徳
の
取
り
去
り
た
る
も
の
は
則
ち
之
を
載
せ
て
西
し
彼

の
國
の
巴
剃
丹
離
宮
に
陳
列
し
た
り
民
國
四
年
奥
ε
塞
ε
和

を
失
し
職
端
既
に
起
り
牽
て
全
欧
を
動
か
し
我
國
も
亦
最
奥

ε
交
を
絶
ち
て
職
欝
欝
態
に
入
り
八
年
袖
議
成
る
を
告
げ
凡

塁
塞
和
約
第
一
百
三
十
一
條
に
依
り
雲
量
は
前
に
取
り
去
る

所
の
天
女
儀
器
を
將
て
中
國
に
退
還
す
べ
き
こ
ξ
＼
な
り
十

年
春
磁
器
ば
京
に
運
ば
れ
安
置
其
緒
に
就
き
た
り
儀
器
…
の
國

を
出
で
し
ょ
り
下
り
今
に
迄
ん
で
二
十
一
年
國
人
当
よ
り
日

ξ
し
て
深
憾
を
引
き
爲
さ
＼
る
な
し
今
一
旦
琶
況
し
て
至
り

滋
藤
を
恢
復
し
た
り
故
を
以
て
隠
笠
参
観
す
る
黒
日
嘗
撒
起

因
て
思
ふ
に
天
ガ
〈
蒸
器
は
専
家
に
非
ざ
れ
ば
知
る
能
は
す
而

し
て
参
観
の
人
士
に
は
必
ず
雅
好
研
究
者
あ
ら
ん
則
ち
読
明

　
　
　
か

の
書
は
少
く
可
か
ら
ざ
る
の
作
だ
り
余
初
め
魏
象
毫
志
を
編

せ
ん
ご
擬
せ
る
も
読
響
梢
繁
き
に
因
り
一
時
未
だ
稿
を
脱
す

る
能
は
す
愛
に
先
づ
是
の
編
を
畏
し
以
て
來
毫
参
観
者
に
餉

ふ
志
す
る
所
の
儀
器
凡
十
二
其
年
代
の
先
後
を
以
て
次
を
爲

す
其
目
左
の
如
し

　
渾
儀
一
簡
儀
i
天
艦
儀
一
赤
道
経
緯
儀
一
黄
道

　
脛
緯
儀
i
地
卒
厳
儀
i
象
限
儀
・
一
紀
限
儀
－
地

　
卒
経
緯
儀
－
磯
衡
零
雨
儀
－
黒
表
i
漏
壷


